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要旨：静岡県内に植栽されている林齢の異なるコウヨウザン3林分の成長について調査した。静岡市井川および賀

茂郡南伊豆町の2林分ではそれぞれの地域の収穫予想表のスギ1等地の値を上回る成長を示したが，浜松市の林分で

は上回らなかった。この原因として立木密度の低さと地質(珪岩質岩石)等から土壌養分が乏しくかつ乾燥した立地で

あることが推察された。幹折れは3林分とも10％以下の発生率で利用上大きな問題ではないと考えられた。 

キーワード：林分材積，スギ，収穫予想表，幹折れ 

 

Abstract: Growth of three stands of Cunninghamia lanceolata was surveyed in Shizuoka prefecture. Growth of two stands was 

superior than that of Cryptomeria japonica in the first grade site quality. Because of dry soil condition and low tree density the 

growth of one stand was inferior than C. japonica. As the occurrences of stem breakages were lower than 10 % among three stands, 

they were thought not to be serious problems in utilization. 
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Ⅰ はじめに 

コウヨウザン(Cunninghamia lanceolata)は関東地方

に数カ所の林分があり，そのうち茨城県日立市の 21 年

生の林分(5)および東京大学千葉演習林の32年生，56年

生，58年生の3林分ともスギに比べて成長が優れている

ことを報告した(6)。静岡県内のコウヨウザンの林分は3

箇所ありその成長について報告する。なお，本研究は，

平成 29 年度農林水産業・食品産業科学技術研究推進事

業「西南日本に適した木材強度の高い新たな造林用樹種・

系統の選定及び改良指針の策定」によって実施したもの

である。 

 

Ⅱ 材料と方法 

大井川上流の静岡市葵区に所在する筑波大学井川演習

林(以下「井川演習林」とする)には34年生の林分があ

る。ここの地質は砂岩と頁岩からなり急傾斜地で，コウ

ヨウザン林分がある標高1200ｍ付近では年平均気温

7.7 ℃，年降水量2098 mmで冷温帯に属し(10)，2016

年 5月に調査した。浜松市の北部に位置する静岡県立森

林公園(以下「森林公園」とする)にはもともとアカマツ

林が主だった場所にコウヨウザンの58年生の林分があ

り，2017年 2月に調査した。ここの地質は珪岩質岩石

からなり，年平均気温が15.9℃，年降水量が2100mmで

ある。賀茂郡南伊豆町に所在する東京大学大学院農学生

命科学研究科附属演習林樹芸研究所(以下「樹芸研」と

する)には68年生の林分があり2016年 5月に調査し

た。ここの地質は石英安山岩，気候は年平均気温が

15.0 ℃，年降水量が2270 mmで暖温帯に属している

(9)。これまでの施業について，樹芸研では植栽後約10

年間下刈りを行い，その後無手入れで，30年生時に約

29％の間伐を行っている。これ以外の2林分についての

詳細な施業履歴は不明である。毎木調査の際に各個体の

位置をトゥルーパルス(レーザーテクノロジー社)で測定

し配置図を作成して林分の面積を算出した。樹高はバー
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テックス(ハグロフ社)，胸高直径は直径テープで測定し

た。林分材積は，森林総合研究所「幹材積計算プログラ

ム」(8)の東京地域のスギを用いて算出した。さらに，

井川演習林においては林内の互いに離れた5箇所からそ

れぞれの場所で標準的な5個体を伐採し樹幹解析を行っ

た。樹幹解析にはコンピュータソフトStem Density 

Analyzer(7)を用いた。 

 

Ⅲ 結果と考察 

3林分の生育状況を表－1に示した。林齢は，井川演習

林，森林公園，樹芸研の順に，34 年，58 年，68 年とな

っている。個体密度は，順に1210，585，751本/haとな

っており，森林公園の値が低かった。多幹の個体は井川

演習林および樹芸研ではみられず，森林公園で約 4％と

少なかった。樹高は，井川演習林，森林公園，樹芸研の

順に，15.2 m，18.3 m，21.3 mと林齢の順になったが，

胸高直径は24.6 cm，24.8 cm，30.7 cmと，井川演習林

と森林公園とで 20 年以上の林齢差があるにもかかわら

ずほとんど同じだった。井川演習林での樹幹解析では供

試した 5 個体とも順調に生育していることが図－1 に示

した樹幹解析図からうかがえた。総材積でも途中止まる

ことなく成長が順調に持続し，連年材積でも 26 年次に

小さな落ち込みがみられたがその後も成長が継続してい

た(図－２)。 

林分材積をそれぞれの林分が所在する国有林のスギ収

穫予想表と比較すると(図－３～５)，34年生の井川演

習林の435 m3/haに対し，スギの1等地では281 

m3/ha(2)であり，コウヨウザンが上回った(図－３)。こ

の林分は標高1200ｍ付近にあり，年平均気温7.7 ℃と

コウヨウザンの適地とされる照葉樹林帯の気温条件(年

平均気温12℃以上)を下回り，土壌も砂岩と頁岩を主体

として肥沃でなかったにもかかわらずよく成長しており

コウヨウザンの適応性の広さを示した。58年生の森林

公園では354 m3/haと(図－４)，スギの1等地および2

等地より劣り3等地の295 m3/haをおよそ2割上回る値

であった(3)。森林公園の個体当たり材積は0.612 m3 

と，井川の0.377m3と樹芸研の0.898m3の中間の値で特

に低くはなかったが，この林分はもともと見本的に植栽

されており個体密度が585本/haと低く疎林であったこ

とが林分材積が低かった原因として考えられた。68年

生の樹芸研の林分では約30年生時に29％の間伐が実施

されたことから(4)この地域の収穫予想表の間伐材積を

除いた材積と比較すると，この林分材積が597 m3/haで

収穫予想表の最高林齢である65年生スギ1等地442 

m3/ha(1)を超えていた(図－５)。この林分は約30年生

において367.2 m3/haで同じ地域のスギ地位上の値

313.5 m3/haを上回っていたことが報告されている

(4)。 

関東地方でのコウヨウザンの林分材積については，茨

城県の21年生の林分で423m3/ha(5)とスギ1等地の倍以

上の値を示し，東京大学千葉演習林では，32年生林分で

557 m3/ha，56年生林分で1316 m3/ha，58年生林分で1096 

m3/ha といずれもスギ 1 等地を上回り，50 年生を超える

林分においても 56 年生林分では 2.5 倍，58 年生林分で

も約2倍近い値を示したが，静岡の3林分はこれらの結

果より低い値となった。山田ら(11)は，年平均気温12℃

以上，暖かさの指数90℃・月以上，寒さの指数－15℃・

月以上の地域がコウヨウザンの植栽可能地域であるとし

ている。3 林分のうち井川演習林だけがこの植栽可能地

域から外れていたが，スギ1等地の約1.5倍の成長を示

していた。それ以外の2林分はこの植栽可能地域に当て

はまっているので，成長への気候的な影響はないと考え

られた。そこで，各林分の立地条件をみるために，コウ

ヨウザン林分の平均樹高をスギの収穫予想表に記載があ

る2等地の平均樹高と比較すると，34年生で15.2 m だ

った井川演習林では2等地の10.3 m(2)を大きく上回っ

ていた。68 年生の樹芸研でも 21.3 m でスギ 65 年生の

15.0 m(1)を大きく上回った。一方，58年生の森林公園

では18.3 mで 2等地の17.7 m(3)とほぼ同程度だったこ

とから，森林公園で成長が優れなかった原因として個体

密度が低かったことに加え地質が珪岩質岩石であること

から土壌養分が乏しくかつ乾燥の影響が強かったことが

考えられた。東京大学千葉演習林でも尾根に近いところ

や凸地形で土壌が浅いところでは成長がよくなかったが

(6)，森林公園でも同様の傾向だった。 

 幹折れについて，折れた高さ別に，先折れ，中折れ，

下折れの3つにタイプ分けして集計した結果，幹折れの

発生率はいずれの林分も 10％以下で成林上大きな問題

にはならないと考えられた(表－２)。一番若い井川演習

林では中折れが最も多かったが，林齢が進んだ他の２林

分では先折が一番多かったのは東京大学千葉演習林での

結果と同じ傾向だった。  

 静岡のコウヨウザン3林分のうち2林分でスギの1等

地よりも優れた成長を示した。残る1林分では立地的な

問題および立木密度の低さから十分な材積が出なかった

と考えられたことからこのような問題がなければコウヨ

ウザンの成長はスギよりも優れていると結論でき，関東

地方でこれまで調査した茨城，千葉と同様の傾向が見出

せた。コウヨウザンに適した地形、土壌などの条件につ

いては今後さらに検討する必要がある。気候条件につい
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 表－２．コウヨウザン 3 林分における幹折れ 

Table 2. Stem breakage in  the  three Cunninghamia lanceolata stands 

林 分 
林齢 幹本数 幹折れ本数  タイプ別内訳 (本 ） 

（年） （本 ） （本 ） （％） 先折れ 中折れ 下折れ 

井川演習林 34 265 18 7 7 10 1 

森林公園 58 585 45 8 25 18 2 

樹芸研 68 251 9 4 6 2 1 

ては照葉樹林帯が適切であるとされているが，井川演習

林での成長がよかったことから太平洋側の雪の多くない

地域ではやや標高が高くとも生育できる可能性がある。

幹折れ頻度はそれほど高くなく，若い林分では幹の中部

付近で折れる致命的なものが発生するが，林齢を重ねる

につれて少なくなり，それからは利用上致命的でない先

折れが多くなってくるのはこれまでの傾向と同じだった。 

 これまでの調査で関東地方に加えて静岡県でのコウヨ

ウザンの成長について明らかにすることが出来，成長に

関しては新たな造林樹種としての可能性が高いと考えら

れた。今後は他の地域の成長についても明らかにし，わ

が国におけるコウヨウザン造林の可能性について明らか

にしていく必要がある。 
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表－１．コウヨウザン３林分における生育状況 

Table 1. Growth performance in the  three Cunninghamia lanceolata stands 

林 分 

林齢 面積 個体数 幹本数＊ 樹高(m) 胸高直径(cm) 幹密度 林分材積 

(年) (ha) (本) (本) 
平

均 
標準偏差 平均 標準偏差 (本／ha) (m3/ha) 

井川演習林 34 0.219  265 265 15.2  2.3  24.6  5.5  1,210  435 

森林公園 58 0.955  559 585 18.3  6.8  24.8  10.4  585  354 

樹芸研 68 0.334  251 251 21.3  5.4  30.7  11.8  751  597 
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